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シュティフターの『ヴィティコー』について
柳　　勝　己
　アーダルベルト・シュティフター（Adalbert　Stifter，1805－1868）の晩年の大作『ヴィティコ
ー』（Witiko，1865－1867）は、彼の最も薯名な作品である『小春日和』（Der　Nachsommer，
1857）に比ぺて読まれることも、また論じられることも少ない作品のようである。『小春日和』
を始めとする後期シュティフターのほとんどの作品がそうであるように、『ヴィティコーjもま
た人間の生のあるべき姿をめぐって書かれている。しかしながら『ヴィティコー』はそれらの作
品から得られるのとは異なった作老の像をかいま見せるように思われる。本論では『小春日和』
を比較の対象としながらこの像に接近することを試みた。
　『小春日和』では自らの生きる時代を作品の背景にしたシュティフターは『ヴィティコー」の
時代を十三世紀中葉のポヘミアに設定する。彼にとってこのように過去の歴史を作品の題材とす
ることは無論初めてではあったが、そのこととは無関係に、もっと根源的な理由から『ヴィティ
コー』は当時もてはやされていたスコット流のr歴史小説」（historischer　Roman）とは以て非
なるものとなる。なぜなら、青春時代の「ファニー体験」で知った暗く獣的な情熱の爆発を一八
四八年の三月革命で再発見、再認識したシュティフターにとって、r最も具体的な文学」であり、
かつ「世界を支え、人問を支える道徳法則」を顕示する「歴史」（Geschichte）を書くことは、
必須となったからである。そこではr歴史」がr主要なこと」となり、「個々の人間」はr副次
的なこと」となる。このように、rヴィティコー』は当時の文学の規範から見ると極めて特異な
作品である。だが、『ヴィティコー』はそれまでのシュティフターの作品と比ぺてもなお特異な
のである。
　物語は、修養を終え、ポヘミアの森の中に位置する故郷のオーバープラーソに帰った青年ヴィ
ティコーを中心にして展開する。彼はそこで城を建て、結婚し、子孫をもうけることによって一
族を再興することを自己の理念とする。そのために彼は「森の民」（Wa1dvolk）をr導き」、内
戦でポヘミア大公の側に立って戦い、彼らと共にボヘミアの歴史に参画し、国家の秩序の保持に
寄与し、一さらには神聖ローマ帝国皇帝軍のイタリア遠征に加わり、世界秩序の維持にも貢献する。
ヴィティコーは『小春日和』や『愚者の城」（Die　Narrenburg，1843／21844）の若い主人公たち
のように「放浪考」として登場するのではない。彼は最初から自已の実現すべき確固とした理念
をもっている。そのため物謝よ『小春日和」の場合とは異なってr転換」をもたず、そのベクト
ルは直線的で、常に未来に向けられている。また『小春日和」では内向的なものとして呈示され
た「盟約」（Bund）のモティーフは、その指向の向きを変えて、外へ向かい、拡張する「盟約」
として再び取り上げられる。「盟約」に属する老は「指導老」（F血rer）とたる。彼らにとって
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は「導く」（fuhren）こと、そして「働きかける」（wirken）ことが重要となる。
　　『ヴィティコー』の文体表現はシュテイフターの初期の作品、あるいは後期のエヅセイ風の作
品などと比べても特異なものである。語り手の感清、心理は排除され、語られる対象との間に常
に一定の距離が置かれ、客観的な描写が行なわれる。個々のものが列挙され、人間と動物、ある
いは事物一般は同じように詳細に描かれる。また同一の語句、文型が執挽に反復される。一方、
作品の出来事のレヴェルにおいて最も目につくのは日常的な行動、例えぱ出会い、別れの挨拶、
訪間の際の振る舞い、几帳面な馬の世話、タペの集いなどである。それらの行為ないし場面のい
くつかは毎回高められ、増幅されて再現、反復される。これらの一見単調で退屈な印象を与える
文体と「償習的」（sittlich）た出来事（行為）は作品の重要な要素となっている。ところでこの
文体と行為の形式化の特徴はすでに『小春日和』において見受けられたものであった。そこでは、
作品の主要な舞台となる「パラの館」でなされることすべてが、「卓越した人間たちのサークル」、
つまりr盟約」に属する老によってr儀式」のように執り行なわれていた。またそれを叙述する
文体も同一の語や表現の反復多用により形式化の様相を呈した。ただし、この『小春日和』にお
ける儀式的な慣習は「盟約」に属する人だけがもつものであった。ところが『ヴィティコー』で
は上のような特徴が極端なまでに押し進められている。なぜなら、『ヴィティコー』における
「慣習＝道徳」（Sitte）または形式化はまず第一に「森の民」のもつものであって、それが同時
に作品全体の土台となっているからである。この土台の上に、作老シュテイフターは語り、「盟
約」に属する人問は「慣習的＝道徳的」な「盟約」を拡張していく。そしてその際に「慣習」と
して執り行なわれる事柄は何回も繰り返されることによって一つの記憶として保持されて、子孫
へと受け継がれ、行為の規範、つまりr道徳」をつくりだす。
　『小春日和』は作品の始まる以前に起源をもつ。それは「回顧」と題された章でリーザハが物
語る「晦悟」である。彼はハイソリヒに青春時代のマティルデとの愛の崩壊に対する「悔悟」を
語る。そのハイソリヒが彼らの身代りとして盛夏を迎えることによって初めてリーザハとマティ
ルデの「悔悟」は宥和される。それゆえにリーザハの「バラの館」の壁に生い茂ったバラは、完
全な美を体現しているにもかかわらず、「供物の香り」を放ち、どこかしら暗い過去を背負った
人間の生のありようをほのめかす。彼の諸芸術に囲まれた生活も「先立つ夏のない小春日和」で
あって、死への準備なのである。これに対して『ヴィティコー」の「森のバラ」は個人の苦い記
憶とは結びつかない。「森のバラ」は常に未来を指向する。ヴィティコーを始めとする作品の主
要な登場人物もリーザハとマティルデのもつようなトラウマをもたない。しかし『ヴィティコ
ー』にも「悔悟」は存在する。それは「隠者」の抱く「悔悟」である。この「過去に生き」、「過
去を語り」、「記憶を集め」、歴史を書く「隠老」たちはヴィティコーに個々の「悔悟」を語る。
彼らの「悔悟」も、ヴィティコーと「森の民」が行為により「正しく、善いこと」（dasGute
und　Rechte）を成し遂げることによって宥和されるのである。
　実生活でも視学官として活動していたシュティフターの教育理念は「人間を道徳的な美の段階
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へと高める」ことであった。また彼にとって作家とは「至高のもの（すなわち「神的なもの」あ
るいはr道徳的な美」）の通訳、または司祭」であり、r人類の高僧」であった。シュティフター
の作家として、また教育老としてのあり方は共に「人間を人間にすること」、つまり「教養＝形
成」（Bildung）の間題をめく．っており、互いに区別のできないほどに重なりあっている。それ
は『ヴィティコー』において「指導老」という形をとって表れる。「指導老」は「森の民」を
「導いて」、その「慣習＝道徳」を国へと、そしてさらに帝国、世界へと広める。それは「正しく、
善いこと」をあまねく世界中に実現することに他ならない。その際、「指導老」は他の「指導老」
たちと連帯しつつ、この「慣習＝道徳」に基づいた共同体としての「盟約」の輸を拡大する。こ
のような「正しい行為」を行なうことが「指導老」にとって、また「盟約」に属する者にとって
の「正しく、善い生」のあるべき姿となる。またそれは同時に「森の民」に対する「教養＝形
成」の実践でもある。彼にとってr森の民」をr導く」ことは他者にr働きかける」ことである。
そしてこの「働きかける」ことは、他者に「働きかける」と同時に、他者によって「働きかげら
れる」という合わせ鏡のような終わることのない反射作用から成り立つ。「人間の行為」は人間
の他者との相互関係の総体としての「交流」（Gesel1schaft）にしかありえないのである。
　偉大な行為が行なわれ、それについて語られる、というような文学（叙事詩）の成立過程につ
いて作品中しぽしぱ言及されるが、それを裏付けるかのように、イタリア遠征後、「森の民」は
彼らの行為について語り、歌に歌う。このような行為と語りの連関ば、シュティフターにとって
『ヴィティコー」を書くことが何を意味したかを暗示する。r正しく律大な行為」、すなわちr人
問が謙虚に行なうこと」は、語り継がれ、r記憶として生き永らえる」ことによって、その人に
とってr子孫」の意味をもつようになる。『ヴィティコー』＝r叙事詩」を書くことによって自
らも一人のr指導者」たらんとするシュティフターにとって、『ヴィティコー』はr正しく偉大
な行為」であり、「子孫」なのである。
　シュティフターの『ヴィティコー』はこのように彼のそれまでの作品にはみられなかったよう
な意志が働いている。それまでは常にどちらかというと過去への思い、「過去への愛」を引きず
っていたシュティフターは『ヴィティコー』できっぱりとこの過去と訣別し、実際の行動によっ
て「正しく、善いこと」を行なう人物を描くことによって、未来への乾いた、冷たい強固な意志
を露にするのである。
